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牛の所講くわすこ症に関する血液検査所見

広島長一 (家Ti;繁殖学講窪〉

Hematological Findings on the So-called“KUWAZU ailment"ηCatt1e. 

Toyokazu FUKUSHUfA 

I 緒 古書・

"'" 

吾国百一宇部心和半蔀育地帯に，古くから宇の「くわずj

或い(，t.rくいやみjといわれる地域住栄養拝宮が，可Eえり
広範囲(兵窓・長根・広島・滋賀など4県下3市15郡32

町村}に亘って発生している.

この弱気;む吉来発病地といわれる一定地域内;こ牛主

導入すると，そのあるものは約半年から2年位。間に議

次，食怒不振，異唾，表層旺E〈毘，第一目運動主主に腸寵

動ゐ衰，便誌など一連のお化器障害と，これにf手う貧出

発育障害，出痩，色清鑑弱などの全身症状を発現し，若

しその主症のものをそのまま発病地域内に襲安すれば，

食慾は廃絶して莞克の兵主目に遣うが，これを陸農地と

称される地域内に移行す*1-vi7 比較的短諮問内に?夫復ナ

る心で，古i長芋む奇病の一つ;こ数えられていた.

筆者は昭和21，年以来，この病気。本;惑の究明を命ぜら

れ，そり病思学的調査と昌三床検査を行って来たが，そO

rm諸問研究者の領i尽力によって，こり病気が諸外国 v刀、

う反語獣心コバルト欠乏症に極めてよくむ合ずることを

知九沼郡26年8月，塩佑コバルトを用いー司会ふ)--C ，FJj，奇

心治療に成功ナることが出来た.又その後各発1自主i主に於

いて行われたコバルト塩による予IW或は治療試験にむい

ても，路々満足すべき結果が得られているが，現在迄に

収集された調査武賢中，その血液検査所見と，コバルト

塩の投与がこれ?こ及ぼ、す影響につし、τ;土，何分にもこの

種野外試験に伴う不嶺底な感は免れないぷ一応データー

が揃いつつあるので報告ーしたいと思九

E くわず症の血;漬像!こついて

従来くわず症り診甑は，殆んどが;土台と一連心泊イと停

言。有無によっ』亡行われていた.元主この民気l土地域，t!t

がおるので，発病地域内の奇主の京告;こり:/ì'なり信J~jt't

がおり，又虫夏心食怒不振や箆茂なども有力な診断的根

拠になり得ると:土患われるが，このような状態では正確

な類症鑑別;工期待出来ないのである.笠者等は従来くわ

千院し，) r診断に当、一)立臨床家に余川七百~，，JlなトったfilJh

カ‘なり的確に:発羽Jることえ知 ;j 乙jしを謀症鑑別

しl) 一助と j\4 ヤ二よ心 lÚl液検査を行~-) /"_. 

1 

向これ等ο試験に平行して，骨3遣隊を検案する計画で

与ったぷ，遂にこれを実行に移すことが出来なかったの

広言葉;こ遺轄であった.

1 試験手主主に試験方法

試投手は昭和26年2月から，日和28年5足に至る程1];こ

兵車県養父，在百，多紀3郡下において充fんしたくわず

症lto内で，吾々の想主したくわず症の完全症状を路々

誌足する侶体を選出して試験;こ供吊した.

試験;こ当って{むなる，ごく同一条件を街えたものを揃

えたいと思ったが，年令は 2~7才7 1ft. ~LL 揺;三 Y 同

数，日告によれば発病f対~2~4 ヶ月のものであった.

又何診時心臨沫症状は大体問守主史で為って，予病は全

〈認やられなかったし，一部DものにつLい、ては説乱一駁法に

よつて寄生虫9那[1の挨出を試み7たこが向れもE監三性で

向，法血球直径の測定に際しては，従去黒毛手n麗罷東

牛に関':J~る報告がJIl白・上坂!) (1943)以外には晃当らぬ

L.この内容も苦々が意図する史[と多少異るので，試験
期間中充病地域内に導入された宇で，臨床検査の結果一

応健京状態におると認ふられれ5頭を轄に対照平群とし

て能用した.

各程試験方法については特宝ナベさものはないが，出

邑素呈:工 Sahli式IIll色菜討を用い，涼血球i宣径のiJIU主主は

mIcrometerの主主用に習熟した研究者に信等 suggestion

を与えず，長誤移動潤議計を用いて塗上手染色標本土0，

赤血球200ヶを詞1>三させ，その，結果を整理したわ.

塗詩、標本はすべて三fay-Giemsa法;こと勺て菜色した

が，特;ニギJ若歪:赤塩球。検索に当つては護塗抹標本を

Giぞmsa稀釈液で菜色L，*f4状悲IIllままは主日露。りの推賞する

Brilliant Cr・esylBluぞによる湿層設によって計算した.

2 試噴結果並;こぢ一祭

上7foような方針;二射って選択した試験牛の自主液像を

一括表示すれば第1哀の如くでらる.

1) 赤血球数及び血色京主E，これを]11品・上坂2) (19 

43)の黒毛和{illf1¥:'牝牛;こ関する報告，或viD昭氏S'1.6) (19 

31)， DUKES打) (19-47)，石井7) (1941)， lHj村君)(1938) 

)[;じ号:二j主主ぷ二 )l、氏、/.，J紅.mfJr1i:こi七較;-Jlげ，何れも
減少、~)傾向í~-:J;J斗.

従主干;レλ 、，((工正確な告示;;指数~.算:íii'j-る転挺は求
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第 1表 くわず症牛の血液録

年 Aロ lI!赤血(万球)数血色(%素)量l|| 白血球数
白血球百分率

No. J陸

好中球|好酸球|好塩基球(淋己球!単球i務質縮抱
Y-1 ヰ七 6 570 56 6，100 255 05 57.0 4.0 O 

Y-2 // 7 476 50 6，400 24.0 12.0 05 57.0 6.5 G 

Y-3 ゲ 7 536 52 7，700 28.0 14.5 O 51_5 6.0 O 

A-1 // 6 354 52 3，000 16.0 20_5 O 57.0 6.5 O 

A-2 ゲ 7 460 45 6，100 19_5 1LO O 6]5 7.5 0.5 

T-1 題 3 555 50 6，100 23_5 135 O 57.0 6.0 O 

T-2 // 2 412 58 6，600 26.0 23.5 0.5 44.0 5_0 05 

T-3 牡 3 580 54 7，000 225 19_0 O 505 8.0 o 
T-4 ヰ七 4 630 60 5，900 12.0 16.0 O 62.0 10_0 O 

T-5 題 5 613 62 5，700 22_0 7.0 05 64.0 6.0 0_5 

Y-4 ヰ七 3 584 60 6，100 21_0 R5 。 63_5 7.0 G 

T-6 牡 3 581 56 6，400 1R5 12_0 O 62_5 7.0 O 

T-7 // 2 549 57 6，800 20_0 16.0 0_5 59.5 4.0 G 

T-8 // 3 568 56 7，800 25.0 9_0 O 5R5 7.5 G 

T-9 f語 4 415 51 4，700 22_5 14.5 0_5 53_0 9_5 O 

T-]O む: 5 522 62 7，600 26.0 155 。 6.0 0_5 

T-ll // 4 5]6 58 8，100 19.0 19_5 。 52.5 9_0 G 

められておらず，その色素指数を知ることは菌難である 形に近い変形赤血球も見受けられた.又一般にきを染色J注

ので邑素指数による分類は哀り止めたが，特に高血色素 である.護淳塗誌標本について観察した処で、は，多染性

性の愛車ではなさそうである. 幼若赤血球は穿在せず，叉超生体染色標本では網状赤血

2) 赤畠球性状，普通塗抹標本においては，赤血ままに 球は全く認められなかった.

大小不同があれ特に小型のものが多く，楕円彦や，鈷鍾 3) 自由主主実，白血球数は上述諸氏の箆蜜語に比較し

第 2表 示血球直径の分布

IR分 赤数血(万球) 量血色(%素) 
赤血球度径の分布(%)

No. く生叫
Y-4 ヰ七 4 584 2_0 27.0 20_0 7.5 3.0 O 

有
T-3 な 3 580 54 ]_0 5.0 I 32.5 32_0 20_0 7.0 2_0 1_5 

T-4 ヰ乙 4 60 4.0 20.0 i 34.0 26.0 10_0 4.0 ]_5 15 

痘 T-5 関 5 613 62 3.0 15.0 3]_0 25_0 21_0 4.0 ]_0 O 

援 T-6 牡 3 581 56 3.0 13.0 32.0 29_5 1RO 35 ]_0 O 

T-7 ろP 2 549 57 4.5 15.5 33_0 27.5 15_5 3_0 LO G 

T-8 ゲ 3 568 56 3.0 1RO 37.0 290 13.0 O O O 

T-9 題 4 415 51 1.0 18.0 33.5 2RO 13.5 35 2_0 05 

T-10 牡 5 522 62 15 12_0 31.0 29.5 19.5 5.0 ].0 R5 

T-l1 調 4 516 58 2.0 16.0 36.0 24.0 15_5 55 ].0 O 

ー 10.0 24.5 2s.0 ]_0 05 
対
Y-C-1 寺七 8 72 2.0 28.0 

Y-C-2 ゲ 6 825 69 0.5 4.5 22.0 I 33.0 29.0 
197 .• 0 0 

2.0 O 

照 Y-C-3 ゲ 4 
87830 91  

72 。 3.0 16.0 I 25.5 34.0 4.5 O 

号上 4 68 15 33.0 7.0 ].0 O 

関 3 715 70 ]5 お.0 25.0 I 28.5 30_0 5.0 ].5 0_5 

T-D-3 ゲ 5 803 75 0.5 11.0 22.0 I 28.5 31_5 4.0 25 O 

2 



XII， 1953 ???産学第

て，やや減φしてhり特;ιこ1ic症のものでは自[主主主減少詰
が著しい.次に[ヨ由主まの芳、布三'3:;)る日，従 i二長s喫平につ

いてのふ完封報告は担当多数与るけれども，そご);j類;生九

必子L?L--->三していないので，一応i三;三三禁法三:一致し

ていると与えられるJll品・上坂 (19，13)DじKF3 (1917) 

石11:(1911)等心報告にi足、て検討/i:1JU /乙て二人fニ.

これに上れば，好酸球，潜巴球ぷ〉、コ増JJflし， rp，球?主

按少7る額出がおり，好中球日変化三:ない力、又(t{主:うに
減少気味で、ふった.この好中球乃段・どj-}類ナると，拝

状核聖I3.0~13.5%，分実技主8.0~22.0%で後者ーがやや増

加し，淋巴球では大型2.5'"-'21.5.t1、1fi!30.5'"-'53.0で小刻

淋己主まが極ちて多くなっていろ.

この位，好酸球はやや増加の傾向三べ晃受けられろが，

特;二増加の著しい7，17号干については同地方;二多いとさ

れている守支の虫卵は認心られた Jふった'-'. 3号宇(主解

剖を行った交互，双口唆虫ロ匹を;-~lO ~2 t守内:こ1主足した

に過ぎない.

1) 赤血球古径の庁主J. 上述〔ワヱうに赤由主主、つ不同症

を見受げたので，泣主主注;こ上って赤也主主c')lt~]:窪 >~(11Hj\ii し

た.そのI結束はtr~2 表の知〈でZ る.この右京[実字群と

対照牛群の赤血球;((差分布をl'IE二十子:(l'j;二処理し(有症i民

午苦手: 平均倍5.55，分散0.3829，対!tヨ宇野 平JCjfi喧5.8

3，分散0.3561).そ心平均伎の主乃有:主任!i::験，ii~ f二

処，危険率5%で有意差を確認LたJで， <:}プ毘"二見

られる歪出:工小悲urr球t生心ものと方察討しる.

5) 出液殺と一般臨床症状との間;二;主力、I;ょ与密接な関

連?生日あり ，mt歪οもの詫歪出，白血球演少症，赤血球
柱状の変誌などが顕著tJふる，"うに(;Jl察される二，，主;な

に上って発病後1ヶ月以内といわれる軽症宇では，健噴

与との間?こ余り差異が認められなかった.室主ぢ這に同地

域内で試験惑問中に臨誌上軽症と診断された38頭。くわ

ず痘半(牝8頭，牡13頭，題17豆買いこついて調査した処

では，赤立球数 682--885万，白目立湾設 7，200~り，300，白

色系呈61~72%であって，殆んど位安値のIEf.~'~lJ!孟記白

[号におり，又悲也球。大小不問も少いので，日床治:こ百

詐.οもの在，告白112j芝が進む上う;こ思われる.

6) 以上つような臨床出古学的諸査によれ:二く ;}xf

?主Jこ認められる歪血ば，恐らくE又:土白血色素気味のあ

るノj、赤血球在費畠であると推察される.

向この発病状態に極ようて手{ifEとした地域主Fつ品川飼

養家奇中で宇にのみ発病4径が怒られること{一般にこう

地域内には不思議に縞，山:芋え少い.時宗家コ中には籾

芋も宇と河ー症状を呈するというが，筆者:土実兄じとこ

とはない).惑は食j慾不当医を始;主うとする一辺乃花器障

害とこれ?と伴う全身症状などに，これらの£液検五所見

3 

でと綜合すると，この培域内:のLる特殊な栄養陪告が諸外

r il ご L 寸 fyr~ m~獣のコバルト欠乏曜に障のて上く類似する

ことをJ;-Ilったよ'y，::J:-コ弓.

童 コバルト謹投与が〈わず症患渡像{こ及!ます髭響

土;注主主2勺ヴJ

ト欠乏、毘定と Jよ:< 7、.]合守Jナj上『乙こと;にに二二.若限し7たこ7が〉戸九:υ，向:乃i守号に行つ
7丈こ各程f病丙菌学的;涜i疋胃T荷守雫!詰号尽1 もこ }1工f土Ý~夫書三士，する上うな事実

乙が:集録ミれる;乙こ至つた.すなわ~，発1主主主境は信ずべき

地質国或は現地;疋査;こぐ工れば，何れも酸性岩系の母岩工

与生じた砂土或{土砂質壌土で，発民地は何れも7.Kfliの秋

落ち現象i~'~:多く，この稲曹がf.El飼科の大半を占める冬偉

い時恕;こ発病が多い事実(t，1ilfれもコバルトの欠乏を想

像さぜ<:，:J有力な程拠になり得三と思う. (田中間は酸性

芦は一般;こコバルト含有呈が1，(1:t、ことを述べ，又秋落ち

した稲震には鉄り含有量が少なL治、ら，鉄と親和ι径のi浅

いコバルトが欠乏することは担徴;こ難くない.そして上

坂，張り (1952)fITij氏:土議賀県木戸，小松両氏の土壌，

結望について，鉄及乙:コバルトの含有量が極めて低く，

特;こコバルト;ヱコバルト欠乏症oc1itical pointを下廻

ることを報告している).このような根拠に基いて，筆者

口市手H26年以主コバルト塩を用いて各地のくわず症の治

療に成功しずこ三この際コバルト投与後5~7 司で強固

た食慾不振を始め各種。消化器障害が極めて判誌と挟復

L，所謂 Cobaltresponseが認むられた.そしてこれに

引説いて全身症状も除々に快恋するが，この'11え復過程に

fJjる出液橡:こついて検討を加;之てみた.

1. 試験宇並びに試験方法

試験宇:工前述。有注í~宇群中特に発起期関心接近した

5頭を選出したが，対認詳5頭ばそのままこの試験?こ転

用した.

tf!立i立像:二関;る試険方法は前注二うものと全く詞ーであ

乙.検[i':;土産ノそごう抗合で2ヶ月及び4ヶ月後の2回に亘

って行ったが，こり際一般来養状態の'挟復活程を委史的に

言己~主 L7こ\<:')で，その [';'I~皮E記国をlnU三し7こ・

コノミA l-tt1 D 11fJ.l当り15mg(塩北コバルト約60恋心
左右症[英字群。みならず対照牛若学;こも塩化コバルト7.Ky容

法として径九投与しt二・この際有症{史平群においては何
れも三者間な Coba1tresponse iパ陸認された.

2. 試験結呆並びに宅察

試験結果を表示すれば第3表の如くである.

1) 赤血球数及び血色素呈，有症i実牛群においては，

コバルト塩投与後1ヶ耳目から援に増加の傾向を示し，

2ヶ月後二口、開始苛の2--3割増となって，略々鍵事位

の五毘;こ到達L，4ヶ月以後は多少の生時a''J動揺はある
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努 3表 塩化ヨパ11-ト投与による血液像の変化

赤出球直径の分布(%)

く45i451950~1ル p・0~|ル
μ5.5¥  6.0! 6.51 7.01 7.5 t/逝!制 I 60 

:2112l211001 幻

20.0 

4 122/ n 681: 72 12080|山町 22.0 7.0 1 ].0 1 0 

有 O/W I 720 I 75 162.21 0 1 1.0 1 11.0 1 24.0 34.0 21.5 1 2.0 1 0.5 

ト‘川|日oI 60 ぇ900 1瑚 41200 剖 26.0 10.0 4.0 

症 T-4 ヰ乙 4 :10/ n 1 806 1 75 1 8，200 160.81 1.5 1 14.5 1 23.0 24.5 23.5 2.5 4.5 I 0 
13/W I 843 I 74 I 8，200 162.41 0.5 1 4.5 15.5 27.0 33.5 14.5 4.5 0 

{戻
7，凹d00 l1591l40 20.0 汎 0260||川|40i| l|  19lXII 1 580 I 54 

午
T-3 8，8001 170.51 3.0 9.0 1 25.0 1 27.0 ! 2].0 J 10.0 1 4.5 1 0.5 

13/W I 831 I 72 9，100' 169.51 0 6.0 1 21.0 I 25.0 1 29.5! 12.5 5.0 I ].0 

群

一
56 I 6，40。曲0。1|166.4l 30 13.0 32.0 O 

T-6 3 121/韮 794 77 1 9，100， 175.3 2.0 10.5 22.0 31.5 I 205 I 5.0 I 2.0 0.5 

19/ V 1 814 78 1 8，7001 177.8， 1.5 5.5 13.0 29.0 I 32.5 I 11.5 5.0 2.0 

自: i 

10/ 1 568 12.0 37.0 29.0 判。 O O 

T-8 3 21/亜 725 62mo|間工 12.5 26.0 22.5 I 25.0 I 5.0 1.5 0.5 

19/ V 730 75 I 8，000
1 

164.31 0 5.5 I 12.0 26.0 ¥ 31.5 I 13.0 5.5 05 

8iFP1262Of//XIE Y E 
704 72 650011663 2.0 10.0 

Y-C-1 年七 739 71 6，950 166.0 0.5 7.0 19.0 : 27.0 33.0 I 11.0 2.0 O 

681 67 7，200 162.01 O 4.0 23.0 1 31.5 31.5 I 7.5 2.0 0.5 
対

ilTih EIi m511 的 :7川州1刑副 0.5 4.5 22.0 • 23.0 29.0 6 122/互 783! 72 1 9.4001 171.51 0.5 2.5 14.0 • 25.0 36.0 12.0 1 3.5 1 0.5 

照 / W I 735 I 72 7，6001 174.2: 0.5 i 2.0 19.5 31.0 34.0 2.5 I 4.0 1 0.5 

1l2w220//EIE Y |問。 j1 l 72 

7，8001184.91 o 3.0 34.0 O 

午 IY-C-3 ヰヒ 9，400 134.7 O ].5 10.5 1 29.0 39.5 16.0 i 3.0 0.5 

735 I 72 7，600 134.4 O 2.0 22.5 1 30.0 3].0 1].5 I 2.5 0.5 

739 63 5.0 21.0 31.5 33.0 7.0 1.0 。
詳

4 116/ n 781 70 173.8! 0 7.0 19.5 22.5 30.0 10.5 4.0 0.5 

13/ W 756 70 177.2 0.5 4.0 22.0 29.5 32.0 2.5 3.5 O 

よh241/I 303 75 8.100 171.0 22.0 30.0 I 5.0 ].5 0.5 
5 ;211冨 776 77 7，900 170.2 o 5.0 I 20.5 29.0 31.5 1 10.0 3.5 i 0.5 

/V 821 79 7，600 175.4 0.5 1 6.5 I 21.0 30.0 

がこの levelが港続される.均し乍ら..同時に同量のコ

バルト塩投与を行った対提千群で:土，特?こ著明な反jぶ(土

見受けられぬので，このコバルト塩投与による増出は有

症[実牛群強持。ものと芳えられ，又1日1頭当りコバル

?こは変月三赤血球はj宇;失し，業色性も豆常に復する.幼者

赤血球及び能状赤血球は穣に見受けられることがある.

要するにコバルト塩投与により約 1~2 ヶ完で培血機能

は絡々 I段復するものと想像されるが対照午群において

は，全諮問を通じてこの上うな変動を見ることが出来な

かった.

ト15mgを投与しても Cobaltpolycythemiaを苔起する

危険はなさそうである.

2) 赤血球性状，実験開始l}cきに認められた顕著な赤血

球不同症は， 2ヶ丹後?こはかなち軽度となり， 4ヶ丹後

に到つては殆んどE常のものと辛nJJUし難い.叉2ヶ月後

4 

3) 白血球像，白虫球数はコバルト塩投与によって，

余り判然とした変化を示さず，殆んど実巌誤差内の変動

に止るようであるが，当初や，昌也主主渡益J症気味であっ
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t~ Y -4 ， T -4 > T -6などでは，ヨノミルト塩投与後白

血主主数¥:-，・何JlLミp増加していろ.1M]:"J [(江主主心分布について

江特に-<Ji~心変化を認め得ないの』三説明を省諮;る.

4) 赤血球lrf径の分布，赤血球大小不問症の快復活ね

ずど検討ナ乙7二(.'.1)， コバルト塩投ケー絞り赤血球h'U:f主主前;;.:

H主計学的に起用し，平均五1'1並びにその信頼限界を求:、うた

のが第4表でふろ.

争 4表 コノミルト塩投う二伎に ~t ける悲立球]J'(径

の変佑(危険率l09o)

三分|羽主;守!平均担;分散|

|開始時 I 5.51 0.375 I 右京段 i tJl'J j.( r~ "'1' I ~.~~ I V.~.~ I 
12ヶ月後I5.72 I 0.421 I 

午群， L1 h-H j..g.j f. m I 0 L10A I ! ケ丹後I6.03 I 0.404 I 

対照 i開始時
2ヶ丹後

手群 4ケ足後

信頼限界

5A09~5，611 

5.613~5.827 

5.925~6.135 

5.744~5.938 

5.883---6.077 

5_806~5_994 

これによれば有症投手群におL、ては，関拾時 2ヶ月

経，並びに4ヶ月後の平均値の信1;こ?を険率10?oで有意差

ï~' ~認められたが，対照牛群ごは，脊平均詰問;二有志;差は

存在ぜ，くわず症の沼、半でl工，コバルト塩投与によっ

て悲血球立径は増大するが，支対苅:守引?口j照R限言宇群v三ご='~工殆んど j影￡苧:Jι!

認 L志うられなiふうト、つたe 又一方有症候宇群の試験開拾i寺の平

均結は対照千群の各平均値との間iこ有志差のあることが

認むられたが，有症投手群の 2ヶ月，並びに4ヶ月殺の

平均値;工対尽千群各平均値との fUJ;こ有;吉差を誌ゐ~ぬ三〉

で，コバルト塩投与経2---4ヶ丹で赤血或n'f径は一応C)

生理的動揺詰屈に入る額出があるように7与えられる.

舟この事実を P，UCE-]ONE3氏暗線をもって表現すると
有症設牛群に、ロいて江指設は侍れも右方;こ毛主設して直窪

が判主主と増えすることを示すが，対照守二群;こわいて{土殆

んど{可等む変化も認ふうられない.

5) タト~x症状と血液所昆の関係， コバルト盤投与?ちコ

タト貌状態。変化を表わす方注として検出の支に体主と駒

田をmu宅したが，干主主{ヱナべての試験干について11m'，三し
得なかっ心で，民1屈のみを第5表に搭載しずこ.

これに上れば，症設群ではmu:;:三時ごとに駒毘:土居大す
るが，対毘群では全〈変化を示さず，血液症状。快復;二

つれて，タト貌症状も次第に'Nた復することが察知された.

6) 主語なくわず症E、平にコバルト塩を経口投 ~----j-れ

ば. 5--7日で所謂 CobaltrespOl1seが語、ゐられるが3

慢血機詣は約1--2ヶ月間;こ旺盛となり<1ヶ足以後に

は路々主?言状態に快復するものとだH象される.

すなわち，赤血球数並びに畠色素呈は試験開始後約2

5 

ヶ月日には現:こ健喪{置に迄'渋f更し，この水準はそのまま

紘時三れる.赤血球fぺ:状も 2ヶ丹後には殆ど正常のもの

と判別出ヰミないようになるが，赤血球直丞江コバルト投

与俊次第に増大して，正常勤揺範囲内に入る露出がある

模様でおる.だし乍ら，挺康午にコノミノ1-1、塩を投与二して

も，その血液換に何等特記ずぺ去変化ぱなし、ように思わ

~t ;S . 

7) 鍛呈のコパJ1-ト盤投与よ，血液段に及ぼす影響に

ついては，従来全く報告ぷな又コバルト欠乏症，家古

のコバルト投与径の血液像を追究したものもないので，

吾々のE主演を比較検討することが出来なかったのは残念

でおる.角岩木 '1) (1953)口前注のようなくわず、症類似.

E宇について，ピタミンB121日30iを皮下注射し.65時

間後にはその赤r(rr球数は増大し，赤血球主窪が縮少して

E常値;こ挟復することを報じている.然し乍ら，くわず

症においてに，入問。恵f性賛出の上うな枠経症状は発現

しないし，叉殆ど悲牙組担の存在が認ゐられないので，確

かにビタミン B12は治療効果があるが，その挟護過程を

入閣の場合と同一視するのは多少疑義がある.叉，その

症状が極めて嬰沫であることや 1例報告であることなど

からして，この結果に対する比較検討は慎みたいと患う.

N 要約

くわす、症~J)出費像を検討すべむその略々完全症状と

豆、われるもの17頭を用いて諸種の一調査を行い，叉コバル

ト塩授与(コノミルト 1日1頭当り15mg経口投与〉後。

出渋{宗の変化を，主(~討美子群並びに対照牛群各 5 頭につ

き追究Lた.

1. くわず症の車渡像

わ くわ-Jヱ症心主主主宇では.;J、悲血球性でE又はやや

低血色素註気味の貧血と，白企譲渡少症が認められる.

2) すたわち.1í~震なくわず誌でf土.赤血球数 354---

630万. ríll邑主呈 45~62%で，主力会悲血球は初論認ゐら

れず，安:JO赤血球心出現， ;J、i赤去;也f血丘球f性メ生Eの赤血E球ま大/寸j
症症.三が:見受iけ?らjれLtたニ.

3) 白血誌数;工 3，OOO~8，100. 又白血球百芳率では好

酸球，取己主まがやや活加し手主主立法少して，好中球ば

兎ιど変(と;:たい;う)又[圭;))':" ~こ按少-?-る.又好中球では
分業該型が<，つや増加し， Fi本己球{土IJ、~[蘇巴王まが多く出現

している.

2. コバスト塩投与がくわず症血渡像に及iます艶響

1) コノミルト塩投与後有珪役牛群では約 1..-2ヶ月に

造ni1機治;工程盛となっ，当初の委主並びに白血まま球少症

に2---4ヶ月後;こに路ノ';'快復するが，同時に同量のコパ

11-トを与えた対認平群では何等の変化も認められない.
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2) 赤血去最数並びに血色素量は試験寵始後約2ヶ月で

既に当初の20--30%増加し，路々罷康誼となれその後

このままの levelが継続される.変形赤血ままは2ヶ月後

には殆んど?肖失L.禁色娃も時を同じくして主常となる，
叉幼若悲血ままも穣に認められる.赤血環蓋径は次第に増

大し，健寮牛の生理的動揺範囲内に入る領向がある.

3) 白血主主要企も泰由主ま数と平行して挟復過程を辿るら

しく，昌生吾妻の内容的変化については一定の傾向は露め

られなかった.

4) タト貌症状の挟復状態を知るため，鞠屈をその都度

測定したが，血液症状の好転と共に.H向習は構加し外貌

状惑も良好となる.

5) 対照牛群においては，何等血液検査上見るべき変

化誌ないので 1日I頭当りコバルト 15mgを継続投与

しても，所誤 Cobaltpolycythemia を惹起する擢はな

さそうである.

摺筆するに当りくわず症に関する研究を命ぜられ，終

始槙!指導，御援助を賜った恩師事部前京大教授，上坂京

大教授，平田神戸産大教授，並びに本学叢任以来絶えざ

る縄!激励と鰐援助を戴いずこ三宅学長，桜井教授に深甚な

る謝意を表する次第で為る.
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R包umる

1n west君主'nparts of J apan (in the some districts of 
Hyogo， Shimane， Hiroshima， and Shiga prefectur'り，

cattle have been sufferぞdby endむnicnutritional ai1・

ment so-called 11 Kuwazu" or "Kuiyami ". 

This ailment was early recognized to be limited to 

certain areas of the districts， prぞventionand cure by 

transferring the catt1e from "sickグ to11 heal thy " 

areas were successfully practiced long before. 

The symptomes are simi1ar to those of cobalt de-

ficiency. The animals become list1ess， loss appetite 

and weight， become weak and anemic， and finally 

die. The most prominant diagnosis rests upon the 

response of cobalt feeding. This response is rapid 

and dramatic， appetite piks up in about 5-7 days， 

weight gains and remission of anemia fol1ows. 

From thesぞ respects，the author has found that the 

ailment seε出 sto be coba1t deficiency. 

In this paper， the hematological findings on "Ku-

wazu fI or " Kuiyami" ai1ment has been reported. 

The anemia is of the hypochromic and microcytic 

type， and leucopenia often has b(en observed. The 
付 ythrocytes;354-630 mi11ions per mm8， hemoglobin 

volume; 45-62% (Sahli's hemoglobinometer)，and leuco-

cytes: 3，000-8，100 per mm8• Microscopic examination 

of blood films shows the presencぞofanisocytosis and 

poiki1ocytosis but reticulocytes can not be むtected.

Following cobalt drench， anemia， leucopenia， and 

gen行albody conditions are recoverd. By two months 

after， erythorcytes， hemoglobin volume， and leucocytes 

increase to 20-30%， and mainttain this level for 
four months after. Blood formation becomぞsto 

prosperous following cobalt drench， anisocytosis and 

poikilocytosis disappear. Reticulocytes and erythrob-

lasts rarely have been observed after three to four 

weeks. Diameter of erythrocytes becomes larg百・，andhas 

continued thぞ physiologicalvariation from that time. 


